大狭健福第７３号
令和４年９月５日
[bookmark: _GoBack]各障がい児通所支援事業所　管理者　様

大阪狭山市健康福祉部福祉グループ


新型コロナウイルス感染症への対応に伴う障がい児通所支援事業による
代替的な支援の取扱いについて

　平素は、本市障がい福祉行政の推進にご協力賜り、厚くお礼申し上げます。また、新型コロナウイルス感染症への対応について多大なるご尽力を賜りありがとうございます。
　さて、障がい福祉サービス等事業所が提供する各種サービスについては、利用者やその家族の生活を継続する観点から、十分な感染防止対策を前提として、必要なサービスが継続的に提供されることが重要とされております。各事業所におかれましては、これまでも新型コロナウイルス感染症に係る臨時的な対応を必要に応じて実施頂いておりますが、今般障がい児通所支援事業による代替的な支援について下記のとおり整理しましたので通知します。なお、この取り扱いについては令和４年１０月１日より開始しますので、個別支援計画の見直し等必要な対応をお願いします。

記

１．代替的な支援（居宅等における支援）を実施できる場合について
　以下の①～③すべてを満たす場合に適用します。
　①　利用児童の通う学校等が新型コロナウイルス感染拡大のため学級閉鎖、臨時休業している場合、又は新型コロナウイルス感染症を予防するための欠席希望の場合で、児童及び保護者が代替的な支援の提供を希望している場合（利用者負担についての説明必須。）
　②　代替的な支援について本人及び保護者が承認したことが分かる個別支援計画の提出。
　③　代替的な支援提供後、請求を行う月の10日までに別紙報告書にて支援内容を記載し、市役所福祉グループに提出

２．代替的な支援の実施方法について
　　　保護者や本人の声や表情から思いを汲み取り、支援が必要な状況になった際、適切な介入が
できる体制を取る必要があることから、実施方法は居宅への訪問や電話、双方向でやり取りの
可能なオンラインツールとし、３０分以下の支援は算定不可とします。単なる欠席連絡やそれに付
随する相談支援については代替的な支援とせず、欠席時対応加算を算定してください。
　　　【届け出先・お問い合わせ先】
〒589-8501大阪狭山市狭山１丁目２３８４番地の１
大阪狭山市役所　　健康福祉部　福祉グループ
電話：072-366-0011


